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二
〇
一
二
年
六
月
十
八
日
の
日
ロ
首
脳
会
談
に
係
る
外
務
省
の
説
明
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

浅

野

貴

博
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二
〇
一
二
年
六
月
十
八
日
の
日
ロ
首
脳
会
談
に
係
る
外
務
省
の
説
明
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
六
月
十
八
日
、
メ
キ
シ
コ
の
ロ
ス
カ
ボ
ス
に
お
い
て
、
野
田
佳
彦
内
閣
総
理
大
臣
と
プ
ー
チ
ン
・
ロ
シ
ア
大
統
領
に
よ

る
首
脳
会
談
（
以
下
、
「
会
談
」
と
す
る
。
）
が
行
わ
れ
て
い
る
。
外
務
省
Ｈ
Ｐ
に
は
、
「
Ｇ
�
�
ロ
ス
カ
ボ
ス
・
サ
ミ
ッ
ト

の
際
の
日
露
首
脳
会
談
（
概
要
）
」
と
の
見
出
し
で
、
「
会
談
」
に
つ
き
、
以
下
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

野
田
総
理
は
、
現
地
時
間
六
月
十
八
日
十
三
時
十
分
か
ら
約
三
十
分
間
、
Ｇ
�
�
首
脳
会
合
に
出
席
す
る
た
め
に
訪
問
中
の

メ
キ
シ
コ
の
ロ
ス
・
カ
ボ
ス
に
お
い
て
、
プ
ー
チ
ン
・
ロ
シ
ア
大
統
領
と
の
間
で
日
露
首
脳
会
談
を
行
っ
た
。
両
首
脳
に
よ
る

初
め
て
の
会
談
で
あ
っ
た
が
、
会
談
は
打
ち
解
け
た
雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
た
。

一

日
露
関
係
一
般

両
首
脳
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
戦
略
環
境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
と
の
認
識
の
下
、
こ
の
地
域
の
安
定
と
繁
栄
に

貢
献
す
る
た
め
、
日
露
間
の
取
組
を
強
化
す
る
こ
と
で
一
致
し
た
。
特
に
、
安
全
保
障
・
防
衛
分
野
に
お
け
る
協
力
、
海
を

め
ぐ
る
協
力
を
進
め
て
い
く
重
要
性
を
確
認
し
た
。

二

領
土
問
題

両
首
脳
は
、
領
土
問
題
に
関
す
る
交
渉
を
再
活
性
化
す
る
こ
と
で
一
致
し
、
静
か
な
環
境
の
下
で
実
質
的
な
議
論
を
進
め

一



て
い
く
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
外
交
当
局
に
指
示
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
、
領
土
問
題
を
含
め
幅
広
い
分
野
で
両
国
関
係

の
進
展
に
つ
き
議
論
す
る
た
め
、
で
き
る
限
り
今
夏
に
で
も
玄
葉
大
臣
を
モ
ス
ク
ワ
に
派
遣
す
る
こ
と
で
調
整
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。

三

経
済

両
首
脳
は
、
両
国
の
経
済
関
係
の
一
層
の
発
展
が
日
露
双
方
の
利
益
と
な
る
と
の
基
本
的
認
識
を
改
め
て
確
認
し
た
。
ま

た
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
始
め
と
す
る
経
済
分
野
で
の
協
力
を
互
恵
の
原
則
に
従
っ
て
進
め
て
い
く
た
め
に
自
ら
積
極
的
に
関
与

し
て
い
く
こ
と
で
一
致
し
た
。

野
田
総
理
か
ら
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
Ｌ
Ｎ
Ｇ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
現
や
サ
ハ
リ
ン
三
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
日
本
企
業
の
参

画
な
ど
、
具
体
的
な
進
展
を
期
待
し
て
い
る
旨
述
べ
た
。

プ
ー
チ
ン
大
統
領
か
ら
、
最
近
、
日
本
か
ら
の
投
資
案
件
は
増
加
し
て
い
る
が
、
日
露
経
済
の
潜
在
力
に
比
べ
れ
ば
日
露

間
の
貿
易
額
は
ま
だ
低
い
と
し
て
、
更
な
る
発
展
へ
の
期
待
の
表
明
が
あ
っ
た
。

四

人
的
・
文
化
交
流

両
首
脳
は
、
両
国
関
係
の
一
層
の
発
展
の
た
め
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
の
交
流
を
活
性
化
し
、
相
互
理
解
を
深
め
る

二



こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
認
識
で
一
致
し
、
国
民
レ
ベ
ル
、
議
員
レ
ベ
ル
で
の
交
流
、
文
化
面
で
の
交
流
を
深
化
さ
せ
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
た
。

特
に
、
野
田
総
理
か
ら
は
、
草
の
根
レ
ベ
ル
の
支
援
や
交
流
の
事
例
と
し
て
、
震
災
後
に
石
巻
で
救
助
活
動
を
行
っ
た
ロ

シ
ア
救
助
隊
員
の
お
嬢
さ
ん
、
ア
ン
ナ
・
メ
リ
ニ
コ
ヴ
ァ
ち
ゃ
ん
（
一
歳
）
が
日
本
で
白
血
病
の
治
療
を
受
け
て
い
る
こ

と
、
東
北
地
方
の
人
々
の
感
謝
の
気
持
ち
と
し
て
、
秋
田
県
か
ら
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
秋
田
犬
の
寄
贈
が
な
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
こ
と
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

右
の
概
要
（
以
下
、
「
概
要
」
と
す
る
。
）
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

「
概
要
」
は
、
「
会
談
」
の
内
容
を
正
確
に
反
映
し
て
い
る
か
。

二

「
会
談
」
で
交
わ
さ
れ
た
野
田
総
理
と
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
の
や
り
取
り
の
う
ち
、
「
概
要
」
に
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の

は
あ
る
か
。

三

「
会
談
」
で
は
実
際
に
野
田
総
理
と
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
で
交
わ
さ
れ
た
事
実
は
な
い
の
に
、
「
概
要
」
に
お
い
て
あ
た

か
も
そ
の
よ
う
な
会
話
が
な
さ
れ
た
と
記
述
さ
れ
て
い
る
部
分
は
あ
る
か
。

四

「
会
談
」
の
中
で
、
野
田
総
理
と
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
よ
り
、
野
田
総
理
が
年
内
に
ロ
シ
ア
を
訪
問
す
る
こ
と
の
合
意
が

三



な
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。

五

「
会
談
」
の
中
で
プ
ー
チ
ン
大
統
領
か
ら
、
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
協
力
に
つ
い
て
の
提
案
が
な
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は

あ
る
か
。

六

「
会
談
」
の
中
で
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
よ
り
、
森
喜
朗
元
内
閣
総
理
大
臣
が
い
つ
ロ
シ
ア
を
訪
問
す
る
の
か
、
「
ヨ
シ
は

い
つ
来
る
の
か
」
と
い
っ
た
表
現
を
用
い
て
、
野
田
総
理
に
対
し
て
問
い
合
わ
せ
が
な
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。

七

四
、
五
、
六
で
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
よ
う
な
事
実
が
あ
る
の
な
ら
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
「
概
要
」
で
は
何
も
触
れ
ら
れ
た
部

分
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
、
説
明
さ
れ
た
い
。

八

「
概
要
」
に
は
「
両
首
脳
は
、
領
土
問
題
に
関
す
る
交
渉
を
再
活
性
化
す
る
こ
と
で
一
致
し
」
と
あ
る
が
、
報
道
に
よ
る

と
、
野
田
総
理
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
双
方
と
も
、
「
再
活
性
化
」
と
い
う
発
言
を
「
会
談
」
で
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
と
の

こ
と
で
あ
る
が
、
右
は
事
実
か
。

九

八
で
、
事
実
で
あ
る
の
な
ら
、
な
ぜ
「
概
要
」
に
お
い
て
、
ま
た
「
会
談
」
後
の
野
田
総
理
自
身
に
よ
る
記
者
団
へ
の
説

明
で
も
、
そ
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

十

「
概
要
」
を
作
成
し
た
外
務
省
の
部
署
並
び
に
そ
の
責
任
者
の
官
職
氏
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

四



十
一

「
会
談
」
後
、
野
田
総
理
が
記
者
団
へ
の
説
明
を
行
う
際
に
使
っ
た
原
稿
を
作
成
し
た
外
務
省
の
部
署
並
び
に
そ
の
責

任
者
の
官
職
氏
名
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

十
二

十
と
十
一
の
外
務
省
の
部
署
並
び
に
そ
の
責
任
者
は
、
な
ぜ
「
会
談
」
の
実
態
と
大
き
く
異
な
る
「
概
要
」
並
び
に
原

稿
を
作
成
し
た
の
か
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

十
三

十
と
十
一
の
外
務
省
の
部
署
並
び
に
そ
の
責
任
者
が
、
「
会
談
」
の
実
態
と
大
き
く
異
な
る
「
概
要
」
並
び
に
原
稿
を

作
成
し
た
こ
と
は
、
日
ロ
の
領
土
交
渉
に
悪
影
響
を
与
え
、
我
が
国
の
国
益
を
損
な
っ
た
の
で
は
な
い
の
か
。

右
質
問
す
る
。

五


